
 

 

 

 西武新宿線踏切渋滞解消促進期成同盟決起大会の開催結果について 

 

西武新宿線踏切渋滞解消促進期成同盟（以下、期成同盟）は、西武新宿線の踏切渋滞の

解消を目指し、８月２３日（午前９時３０分から）、野方区民ホールにて決起大会を開催

した。 

決起大会には、区民、区議会、区など計２０団体から約２５０名が参加したほか、国会

議員、都議会議員、東京都、西武鉄道株式会社、隣接自治体などが来賓として出席した（別

添１参照）。 

 

１ 期成同盟決起大会の主な内容 

（１）主催者及び来賓の紹介と挨拶 

（２）大会趣旨説明 

（３）連続立体交差事業等の報告 

（４）大会決議文を全会一致で採択（別添２参照） 

 

２ 関係機関への要請活動について 

   決起大会の決議事項について、国土交通省、財務省、東京都、西武鉄道株式会社へ要

請活動を実施する予定(日程は調整中)。 

       

 
 
 （参考）決起大会について、参加者にアンケートを行ったところ、約７０％が、今回の決起大会 

の内容について、「とても良かった」又は「良かった」と回答した（昨年度、約６２％）。 

平 成 2 8 年 （ 2 0 1 6 年 ） 1 0 月 5 日 

建 設 委 員 会 資 料 

都市政策推進室西武新宿線沿線まちづくり担当 

（参考）決起大会写真 

つ決起大会写真っつけっつ

写真けｔｔ 



別添１ 

西武新宿線踏切渋滞解消促進期成同盟決起大会当日参加来賓一覧 

 

大会当日来賓一覧 

中野区関係国会議員（松本文明、ながつま昭） 

 中野区選出都議会議員（川井しげお、高倉良生、西沢けいた、植木こうじ） 

東京都（都市基盤部交通企画課長、道路建設部鉄道関連事業課長） 

西武鉄道株式会社（鉄道本部工務部長） 

杉並区（都市整備部鉄道立体担当副参事） 

下井草駅周辺地区まちづくり協議会会長   

井荻駅周辺地区まちづくり協議会会長 

上井草駅周辺地区まちづくり協議会副会長 

 

（参考）期成同盟参加団体一覧 

中野区町会連合会             中野区商店街連合会 

沿線小学校                中学校ＰＴＡ連合会 

中野区議会                中野区 

西武新宿線新井薬師前駅を利用する会    西武新宿線野方駅利用者の会 

西武新宿線鷺宮・都立家政駅利用者の会   鷺宮地域の住環境を考える会 

（社）東京都トラック協会中野支部     中野貨物運送協同組合 

東京旅客個人タクシー協会         東京都個人タクシー協同組合野方支部 

東京都個人タクシー協同組合中野支部    東京ハイヤー・タクシー協会新都心支部 

関東バス株式会社丸山営業所        宮園自動車株式会社             

新中野個人タクシー協同組合        東京ハイヤー・タクシー協会城西支部 

（参考）期成同盟役員 

中野区町会連合会    大野 道髙（会長）   笹川 五郎     佐藤 泰義   

     齋藤 金造       神崎 昭男     関田 光延 

中野区商店街連合会   髙橋 宏治（副会長）  明石 浩一 

沿線小学校       安田 秀美       小野 裕史 

中学校ＰＴＡ連合会   中嶋 裕之       泰江 克治 

中野区議会       篠 国昭（副会長）   甲田 ゆり子 

羽鳥 だいすけ     来住 和行 

中野区         角 秀行 



別添２ 

西武新宿線連続立体交差化実現による踏切渋滞解消に関する決議  

西武新宿線沿線の新井薬師前、沼袋、野方、都立家政、鷺ノ宮の各駅周辺は、都

心に近く利便性の高い地域として、今後の発展が期待されている。 

しかしながら、この地域の多くの踏切がいわゆる「開かずの踏切」のため、慢性

的な交通渋滞や踏切事故の危険性、小中学校の通学路の分断など切実な問題を抱え

ており、地域の健全な活動や発展を妨げている。 

そこで、「開かずの踏切」の早期解消を図るため、中野区民が一体となって力を

集結し、関係機関に対して必要な措置を講ずるよう要請するなど、連続立体交差事

業による「開かずの踏切」の解消促進に取り組んでいるところである。 

連続立体交差事業を契機とした沿線のまちづくりは、地域の発展に大きく寄与す

るものである。既に事業化されている中井・野方駅間では、工事が日ごとに進捗し

ている。また、中野区は平成二十七年九月に、西武新宿線沿線まちづくり整備方針

を策定するなど、区民と一丸となって連続立体交差事業とともに沿線のまちづくり

の更なる進展に取り組んでいる。 

また、野方・井荻駅間については、平成二十八年三月に、東京都が新規に着工を

準備する区間として社会資本総合整備計画に位置付けられた。これを踏まえ、区と

区民が協働するとともに隣接自治体とも連携するなど沿線のまちづくりの検討を

進めており、中井・野方駅間につづく切れ目ない連続立体交差化の推進が期待され

ている。 

今後とも中野区民は、「開かずの踏切」の一日も早い解消と、よりよいまちづく

りのため、更なる活動を推進するとともに、次の事項について関係機関に強力に働

きかけを行うものとする。 

一、西武新宿線（中井～野方駅間）の連続立体交差事業の着実な推進を図るこ

と。 

一、西武新宿線（野方～井荻駅間）の連続立体交差事業の早期実現を図るこ

と。 

一、連続立体交差事業及び沿線まちづくり事業に関し、将来に亘り、安定した財

源を確保し、事業に必要な国費を確保すること。 

上記のとおり、決議する。 

平成二十八年八月二十三日 

            西武新宿線踏切渋滞解消促進期成同盟決起大会 

資料４-１ 
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